
　み
や
こ
んじょ大使

５ ◆自然災害に備える
◆都城市歌の歌詞が選定されました
◆総合型地域スポーツクラブ　◆未来へ残そう、きれいな水を !
◆企業立地に対する優遇措置　◆子ども・子育て支援新制度
◆民生委員・児童委員へ相談ください　ほか

May.2014
［ Vol.101 ］

市民の願いがかなう
南九州のリーディングシティ

Miyakonojo City Public Relations, Miyazaki
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ま
ち
な
か
再
生
を

考
える

ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
て

本
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
で
は
、
今

後
、
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
市
民
生
活

を
支
え
る
機
能
（
医
療
・
子
育
て
支

援
・
教
育
・
商
業
な
ど
）
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
こ
で
、
都
市
機
能
を
維
持
し
、
市

民
生
活
を
成
立
さ
せ
て
い
く
に
は
、
す

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
集
積
さ
れ
た

地
域（
本
市
で
は
中
心
市
街
地
と
昭
和
・

平
成
期
の
合
併
町
村
の
中
心
部
な
ど
）

に
お
い
て
都
市
構
造
を
再
構
築
し
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が

生
活
し
や
す
い
基
盤
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

本
市
の
都
市
機
能
が
集
積
し
た
地
域

の
中
で
も
、
特
に
「
核
」
と
な
る
地
域

が
中
心
市
街
地
（
ま
ち
な
か
）
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
今
、
ま
ち
な
か
の
再
生
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

県
内
有
数
の
商
業
激
戦
地

古
く
か
ら
交
通
や
生
産
流
通
の
要
衝

で
あ
っ
た
本
市
の
商
業
圏
は
、
県
西
・

県
南
か
ら
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
ま
で
及

び
、
そ
の
核
と
な
る
の
が
中
心
市
街
地
、

特
に
中
央
地
区
の
商
店
街
で
し
た
。

戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
、
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
こ
の
商
店
街
に
、
県
内
で
三
番

目
の
デ
パ
ー
ト
と
し
て
都
城
大
丸
デ

パ
ー
ト
が
開
館
し
た
の
が
、
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
契
機
に
国
道
10
号
の
拡
張
工

事
が
始
ま
り
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）

年
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
も
完
成
し
、
中
央

通
り
に
面
し
た
商
店
街
は
大
き
く
姿
を

変
え
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
後
半
に
入
る
と
、
寿
屋

や
ダ
イ
エ
ー
な
ど
の
大
型
店
が
本
市
に

相
次
い
で
進
出
。
本
市
の
中
心
市
街
地

は
、
県
内
で
も
有
数
の
商
業
激
戦
地
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
再
生
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て

「
中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業
」
を
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
「
ま
ち
な
か
活
性

化
プ
ラ
ン
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
三
回
に
分
け
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
の
歴
史
と
、
今
後
進
む

べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
政
策
課　

☎
23

－
２
９
８
３

昭和30年頃の都城市中心市街地地図
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多
く
の
買
い
物
客
で
あ
ふ
れ
、
活
気

の
あ
る
商
店
街
は
市
民
に
と
っ
て
「
ハ

レ
（
非
日
常
）」
の
場
で
あ
り
、
時
間

が
経
過
し
た
今
で
も
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
な
か
の
変
化

都
城
商
工
会
議
所
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
主
要
商
店
街
の
通
行
量
調
査

に
よ
る
と
、
調
査
初
年
度
の
昭
和
58

（
１
９
８
３
）
年
に
は
、休
日
の
都
城
大

丸
前
で
４
、４
１
８
人
、
寿
屋
前
で
８
、

２
１
４
人
の
通
行
量
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
引
く
不
況
に
加
え
、
消

費
ス
タ
イ
ル
や
流
通
の
変
化
な
ど
の
要

因
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
大
型
店
は

消
費
者
の
選
択
に
よ
っ
て
、
中
心
市
街

地
の
商
業
中
心
地
と
し
て
の
機
能
は
、

徐
々
に
低
下
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
後
進
む
べ
き
方
向

昨
年
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
都

城
大
丸
跡
地
の
活
用
に
向
け
て
、
都
城

商
工
会
議
所
が
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
は
、「
住
み
や
す
い
環
境
の
整
備
、
商

業
や
交
流
機
能
、
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
充
実
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
商
業
地
と

し
て
の
機
能
は
時
代
の
変
化
と
共
に
低

下
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
医
療
機
関
や

公
共
施
設
、
金
融
機
関
な
ど
の
都
市
機

能
と
し
て
の
集
積
度
は
、
現
在
も
市
内

で
最
も
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
中
心
市
街
地
の

再
生
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
既
存
の
都
市
機
能
が
拡
散
し
な
い

よ
う
に
努
め
、
新
た
な
機
能
を
付
加
し

閉
店
が
進
み
、
そ
の
数
は
減
少
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
寿
屋
閉
店
後
の
平
成
14

年
に
は
、
都
城
大
丸
前
が
１
、８
０
５

人
、
旧
寿
屋
前
が
８
６
６
人
に
ま
で
激

減
。さ
ら
に
、平
成
23
年
に
は
都
城
大
丸

も
閉
店
し
、
昨
年
の
調
査
で
は
、
旧
都

城
大
丸
前
が
２
６
１
人
、
旧
寿
屋
前
が

２
３
２
人
と
、
調
査
開
始
時
の
３
㌫
か

ら
６
㌫
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

法
規
制
緩
和
に
よ
る
郊
外
型
大
規
模

商
業
施
設
の
進
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

外
的
要
因
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
す
る

て
い
く
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人

が
交
流
し
、自
由
な
時
間
を
過
ご
せ
る
、

利
便
性
の
高
い
ま
ち
の
「
核
」
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
ま
ち
な
か
へ

閉
店
し
た
都
城
大
丸
跡
地
の
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
が
、
本
年
度
か
ら
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
市
で
は
、

新
た
に
整
備
す
る
施
設
に
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
公
共
・
交
流
機
能
を
加
え

る
こ
と
で
、
既
存
の
都
市
機
能
を
よ
り

高
度
化
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
々

が
集
い
、
交
流
で
き
る
空
間
を
創
出
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
集
客
機
能
を
整
備
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
施
設
利
用
者
や
ま
ち
な
か

を
訪
れ
た
人
が
市
街
地
を
回
遊
し
た
く

な
る
仕
掛
け
づ
く
り
や
、
既
存
の
商
店

街
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
商
店

街
の
方
々
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
取
り
組
み
を
連

動
し
て
進
め
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地

の
再
生
と
活
性
化
を
図
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
で
き
る
都
市
の
「
核
」
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

※
次
回
（
８
月
号
掲
載
予
定
）
は
、
中

心
市
街
地
で
展
開
す
る
ソ
フ
ト
事
業

の
「
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
」

に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す

旧寿屋前

旧都城大丸前
（人／日）

（年）

休日の中央通り45番街歩行者通行量の推移

昭和30年代の中央通り昭和50年代の千日通り

現在の中央通り
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避
難
情
報
は
３
種
類

避
難
準
備
情
報

　

災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合

に
、
避
難
準
備
な
ど
を
行
う
た
め
に
発

表
し
ま
す
。
こ
の
と
き
「
避
難
の
準
備

を
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
１
人
で

避
難
が
困
難
な
人
は
、
避
難
を
開
始
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
一
次
避

難
所
へ
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
勧
告

　

災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に

発
表
し
ま
す
。
こ
の
と
き
「
危
険
な
状

態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
す
み
や

か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
避
難
勧
告
が

発
表
さ
れ
た
地
域
の
人
は
、
指
定
さ
れ

た
一
次
避
難
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
指
示

　

さ
ら
に
危
険
度
が
高
ま
っ
た
と
き
に

発
表
し
ま
す
。
こ
の
と
き「
危
険
で
す
。

直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
も
し
、
指

定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
す
る
余
裕
が

な
い
場
合
は
、
近
隣
の
安
全
な
場
所
へ

避
難
す
る
な
ど
、
命
を
守
る
た
め
の
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織

　

住
民
が
互
い
に
協
力
し
て
、
地
域
の

安
全
を
守
る
「
自
主
防
災
組
織
」。
東

日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
な
ど
に
よ
り

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
全
て
の
自
治

体
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
市
町
村
も
あ

り
ま
し
た
。
行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど

の
公
共
機
関
が
災
害
対
策
に
時
間
を
要

し
、十
分
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
中
、

地
域
の
実
情
を
知
る
自
主
防
災
組
織

は
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
は
、
身
近

な
情
報
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の
伝
達
事

項
を
い
ち
早
く
地
域
住
民
に
知
ら
せ
た

り
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
的
確
に
地

域
住
民
を
避
難
さ
せ
た
り
す
る
役
割
を

担
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
ご
と
の
避
難
場
所
や
避

難
行
動
要
支
援
者
の
住
ま
い
な
ど
を
ま

と
め
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
災
害

へ
の
備
え
を
整
え
て
い
る
組
織
も
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
３
０
３
あ
る
自
治
公

民
館
の
中
で
、
２
１
５
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
活
動
を
支
え
る
の
は
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

意
識
。
地
域
住
民
が
、
日
頃
か
ら
声
を

掛
け
合
う
な
ど
、
互
い
に
助
け
合
う
意

識
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

早
め
の
情
報
収
集
を

　

心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど
、
雨
の

多
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
然
災
害
が
予
測
さ
れ

る
と
き
、
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
県
防
災
・

防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
Ｂ

Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

都
城
な
ど
で
も
皆
さ
ん
を
守
る
た
め
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
所
の
地
図
や
開
設
状
況
、
河
川
の

水
位
、
交
通
規
制
や
通
行
止
め
な
ど
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
、
新
燃
岳
噴
火
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
、

過
去
に
経
験
し
た
事
の
な
い
大
き
な
災
害
が
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
の
心
構
え
を
持
ち
、
事
前
の

準
備
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

自
然
災
害
に

　

備
え
る
！
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■都城市の指定避難所「一次避難所」

平成26年4月現在
施設の名称 所在地 連絡先

中央公民館 姫城町7-8 24-5969
総合社会福祉センター 松元町4-17 23-5159
小松原地区公民館 大王町29‒6 24-1900
東小学校 上東町11-20 22-3481
祝吉地区公民館 郡元一丁目1-4 23-2890
水道局 下川東三丁目3235 23-4510
早水公園体育文化センター 早水町3867 24-6454
南九州大学都城キャンパス 立野町3764-1 21-2111
五十市地区公民館 五十町2284 23-2184
長寿館 鷹尾三丁目4523-2 26-0114
横市地区公民館 南横市町3925-3 25-2257
勤労身体障害者
教養文化体育施設 都原町3369 25-2018

沖水地区公民館 太郎坊町1839-1 38-1033
志和池地区公民館 上水流町1536 36-0519
乙房小学校 乙房町1707 37-0706
庄内地区公民館 庄内町12692 37-0888
吉之元小学校 吉之元町4518 33-1800
西岳地区体育館 高野町2916 -
西岳小中学校・クラブハウス 美川町2918 33-1602
旧夏尾保育児童館 夏尾町5430-2 -
夏尾小学校 夏尾町6644 33-1802
梅北小学校 梅北町4687 39-4195
中郷地区市民交流センター 安久町6623 39-0713
山之口多目的研修センター 山之口町山之口3261-3 57-3377
山之口勤労福祉センター 山之口町花木1934-1 57-3111
高城老人福祉館 高城町穂満坊303-2 58-3279
高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊2492 58-5514
石山体育センター 高城町石山1109-3 58-5511
高城農村環境改善センター 高城町有水2986-1 59-9955
高城多目的研修集会施設 高城町四家1131-3 55-1144
山田総合福祉センター
（けねじゅ苑） 山田町山田4319-2 64-2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬1823-3 62-0319
笛水小中学校体育館
クラブハウス 高崎町笛水959 62-4788

高崎福祉保健センター 高崎町大牟田1340-3 62-4411
※一次避難所は、台風などの段階的に災害の発生が予測さ
れる場合に、優先して開設する避難所です。二次避難所
については、市のホームページや防災マップで確認して
ください

災害時の問い合わせ
●災害全般・災害救助資金融資制度に関すること
　危機管理課　☎23-2129
●水道などの断水などに関すること
　水道局　☎23-4510
●避難所に関すること
　コミュニティ課　☎23-7146
●停電に関すること
　㈱九州電力都城営業所　☎0120-986-705
●体が不自由な人の避難の手助けに関すること
　福祉課　☎23-2980
●道路被害に関すること
　維持管理課　☎23-2752
●浸水家屋の消毒に関すること
　環境政策課　☎23-2130
●り災証明に関すること
　危機管理課　☎23-2129
　各総合支所地域振興課

このサービスは、宮崎県が発信する気
象情報や各種防災・防犯情報のほかに市
が発信する次の情報が提供されます。
●避難準備情報
●避難勧告
●避難指示
●避難所の開設状況
●火災発生情報
●光化学スモッグ情報
●その他の重要災害情報
　登録方法は携帯電話またはパソコンから
宮崎県防災・防犯情報メールサービス
（https://www.fastalarm.jp/miyazaki/）
に直接アクセスするか、上記ＱＲコー
ドからアクセスし、登録してください。

※免責事項に留意ください
◎問い合わせ
　県危機管理課
　☎0985-26-7064

キ
リ
ト
リ
線

保存版

宮崎県防災・防犯メールに
加入しましょう

防災行政無線戸別受信機のある世帯
は、毎日、正午にチャイムが鳴るか確
認ください。
なお、鳴らない場合は、危機管理課へ
連絡ください

災害に備える　　  　 便利帳安 心
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市
で
は
「
市
民
の
願
い
が
か
な
う
南
九

州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
、
さ
ら
な
る
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
、
郷
土
愛
の
高
揚
、
市
の
Ｐ
Ｒ
を

図
る
た
め
、
市
歌
を
制
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

市
民
に
愛
さ
れ
る
歌
詞
を
選
定

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
16
日

ま
で
、
全
国
か
ら
歌
詞
を
募
集
。
た
く

さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
歌
選
定
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
選

定
の
結
果
、
石
原
一か

ず

輝て
る

（
東
京
都
）
さ

ん
の
歌
詞
が
最
優
秀
作
品
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
今
年

度
、
こ
の
歌
詞
に

曲
が
付
け
ら
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
都
城
市

歌
が
誕
生
し
ま

す
。

●
最
優
秀
作
品
賞

　

石
原
一
輝
さ
ん
（
東
京
都
）

●
優
秀
作
品

　

水
木
亮り

ょ
う

さ
ん
（
山
梨
県
）

　

富
松
良
夫
顕け

ん

彰し
ょ
う

委
員
会
（
都
城
市
）

　

岡
部
剛た

け

機き

さ
ん
（
奈
良
県
）

　

大
井
田
雄ゆ

う

策さ
く

さ
ん
（
東
京
都
）

　

保や
す

岡お
か

直
樹
さ
ん
（
東
京
都
）

希き

望ぼ
う

に
み
ち
て 

―
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城
市し

歌か

―

　
　

作
詞　

石
原
一
輝

　
　

補
作　

都
城
市
市
歌
選
定
委
員
会

一
、
高た

か

千ち

穂ほ

の
峰み

ね　

輝か
が
や

い
て

　
　

希き

望ぼ
う

に
満み

ち
た　

朝あ
さ

が
来く

る

　
　

若わ
こ
う
ど人
の
力ち

か
ら　

結む
す

び
合あ

い

　
　

築き
ず

く
よ　

明あ

日す

の　

都み
や
こ
の

城じ
ょ
う

　
　

明あ
か

る
い
笑え

顔が
お　

あ
ふ
れ
て
る

二
、
大お

お

淀よ
ど

川が
わ

の　

水み
ず

清き
よ

く

　
　

人ひ
と

々び
と

集つ
ど

い　

語か
た

り
合あ

う

　
　

や
さ
し
い
心こ

こ
ろ　

育は
ぐ
く

ん
で

　
　

夢ゆ
め

を
ひ
ろ
げ
る　

都み
や
こ
の

城じ
ょ
う

　
　

幸し
あ
わ

せ
ま
ち
に　

あ
ふ
れ
て
る

三
、
あ
や
め
の
花は

な

も　

桜さ
く
ら

木ぎ

も

　
　

時と
き

を
忘わ

す

れ
ず　

野の

を
染そ

め
る

　
　

豊ゆ
た

か
な
自し

然ぜ
ん　

ほ
こ
ら
か
に

　
　

歴れ
き

史し

重か
さ

ね
る　

都み
や
こ
の

城じ
ょ
う

　
　

文ぶ
ん

化か

の
香か

お

り　

あ
ふ
れ
て
る

都
城
市
歌
の
歌
詞
が

都
城
市
歌
の
歌
詞
が

選
定
さ
れ
ま
し
た

選
定
さ
れ
ま
し
た

都
城
市
歌
の
歌
詞
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
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活
動
目
的

　

平
成
12
年
度
に
策
定
さ
れ
た
国
の

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
の
中
で
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け

た
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整

備
の
た
め
の
重
点
施
策
と
し
て
「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
現
在
、
横
市
地
区
と
沖

水
地
区
、
高
城
地
区
で
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
、
実
情
を
反
映
し
た
競

技
や
種
目
の
選
定
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
営
の
特
徴

　

ク
ラ
ブ
の
会
員
が
会
費
を
支
払
い
、

自
分
た
ち
で
運
営
す
る
こ
と
か
ら
、
会

員
や
地
域
の
人
た
ち
の
要
望
を
踏
ま
え

た
、
魅
力
の
あ
る
競
技
や
種
目
が
選
択

さ
れ
ま
す
。
会
員
は
、
体
力
や
目
的
に

あ
っ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
の

施
設
を
利
用
す
る
の
で
、
継
続
的
に
活

動
が
で
き
、
会
員
や
地
域
の
人
同
士
の

交
流
も
深
ま
り
ま
す
。

活
動
内
容

　

子
ど
も
向
け
の
水
泳
や
体
操
な
ど
の

教
室
、
成
人
向
け
の
テ
ニ
ス
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
そ
の
種
目
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
ま
た
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
て
、
希
望
す
る
地
域
の
人
全
て

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の

参
加
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
学

ん
だ
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
指
導
し

た
り
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
す
る
な
ど
、
あ
な
た
の
経
験
や
力
を

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
の
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

活
動
拠
点　

高
城
地
区

活
動
内
容　

キ
ッ
ズ
教
室
（
運
動
、
水

泳
、
バ
レ
エ
）、
歩
こ
う
会
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど

問　

☎
58

－

５
５
１
４

【
都
城
西
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

活
動
拠
点　

横
市
地
区

活
動
内
容　

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
、
コ

オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ヨ
ガ
・
リ
ズ

ム
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
な
ど

問　

☎
24

－

２
８
５
８

http://w
w
w
.jabun.net/tonishi/

【
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ
都
城
設
立
準
備
委
員
会
】

活
動
拠
点　

沖
水
地
区

活
動
内
容　

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

問　

☎
０
８
０

－

２
７
７
２

－

１
８
１
８

http://am
eblo.jp/cosm

oclub-
m
iyakonojo/

子
ど
も
か
ら
働
く
世
代
、高
齢
者
ま
で
、

地
域
の
全
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
や
目
的
に
合
っ
た
競
技
種
目
を
、
身

近
な
地
域
の
施
設
で
楽
し
む
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。

今
回
の
特
集
で
は
、
設
立
準
備
中
を
含

め
、
市
内
に
３
つ
あ
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
や
魅
力
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

９
５
４
６

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

あ
な
た
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

しっかりサポートします

NPO法人高城スポーツクラブ
尾
お

曲
まがり

ともみさん（クラブマネージャー）

　高城スポーツクラブでは、地
域にある公設の温泉施設を利
用した子ども向けの水泳教室
や、サークル活動からスタート
したソフトテニスなど、地域の
皆さんの声を生かした種目や練
習メニューを提供しています。
　運動やスポーツは健康と笑顔
の源。地域の皆さんの健康づく
りをしっかりサポートします。

インタビュー
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下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
、
市
に
は
、
６
つ
の
下
水
道
処
理

区
が
あ
り
、
処
理
面
積
は
２
、１
９
９
・３

㌶
、
処
理
人
口
は
７
０
、３
２
９
人
と

な
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
下
水
道
に
接

続
し
て
い
る
割
合
は
79
・
63
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
該
当
地
区
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
下
水

道
供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
接
続
が
ま

だ
の
人
も
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

下
水
道
の
役
割

●
河
川
の
水
質
を
改
善
で
き
ま
す

　

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排
水

を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
し

て
、
河
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

●
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
ま
す

　

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の
側

溝
に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が

な
く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
害
虫
の
発

生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
来
へ
残
そ
う

　

き
れ
い
な
水
を
！

私
た
ち
の
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
、
河
川
浄
化
に
向
け
て

の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
区
域

（
平
成
25
年
度　

下
水
道
工
事
完
成
区
域
）

●
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、
早
水
町
、

志
比
田
町
の
一
部

平
成
26
年
度
公
共
下
水
道
工
事

予
定
箇
所

●
都
城
処
理
区

一
万
城
町
、
広
原
町
、

志
比
田
町
の
各
一
部

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う

排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な
点
ま
で

市
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
の
融
資
申
請
を
含
む
全
て
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
が
工
事
を

行
う
と
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

中
央
・
都
城
処
理
区

下
水
道
課　

☎
23

－

５
９
２
１

各
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区

各
総
合
支
所
建
設
課

82014.5



雨水貯留槽を設置すると…
●雨水の活用により、水道水の節約
　ができます
●雨水を一時的に貯留することで、
　河川の負担を軽減します

雨水浸透施設を
設置すると…
●雨水を地中に戻し、地下水
量を保全します
●雨水の流出を抑え、浸水被
害を軽減します

下水道が使えるようになったら
●下水道へ切り替える際に、現在使用している
単独・合併浄化槽を雨水貯留施設に転用で
きます

雨どい取り付け型

貯留施設

浸透施設

浸透升

浸透トレンチ

浄化槽を転用した雨水利用システム

雨水

雨どい

旧排水升
マンホール

ポンプ

逆止弁

雨水升

蛇口

浄化槽タンク

満水時のオーバー
フロー雨水

隔壁も撤去する

雨
水
貯
留
施
設
普
及
の
た
め
の

助
成
制
度

　

補
助
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設

は
、
容
量
１
０
０
㍑
以
上
で
、
流
入
前

の
ご
み
取
り
装
置
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

配
管
、
水
栓
を
備
え
て
い
る
簡
易
な
施

設
で
す
。

●
補
助
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
人
（
個
人
の
み
）

●
対
象
地
域　

市
内
全
域

●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）
で
、

設
置
は
１
戸
に
つ
き
１
基
の
み

※
昨
年
度
平
均
補
助
金
額　

２
万
円
／

基
●
申
請
期
限　

設
置
か
ら
１
ヶ
月
以
内

※
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
（
事
前
予

約
可
）。
補
助
を
受
け
た
い
人
は
、

雨
水
貯
留
施
設
（
タ
ン
ク
）
購
入
前

に
、
必
ず
、
森
林
保
全
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

井
戸
水
を

利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
井
戸
の
硝

し
ょ
う

酸さ
ん

態た
い

窒ち
っ

素そ

濃
度
の

水
質
検
査
（
無
料
）
を
年
数
回
、
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
準
値
を
超
え
る
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
基

準
値
を
超
え
て
い
る
井
戸
が
あ
り
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
森
林
保
全
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
を

継
続
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
硝
酸
態
窒
素
は
細
菌
や
大
腸
菌
な
ど

と
は
異
な
り
、
煮
沸
し
て
も
取
り
除

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

齊
さい

野
の

平
ひら

虎
とら

見
み

・淑
よし

子
こ

さん
（上川東二丁目）
環境保護への思いと、趣味
の園芸に役立ててみようと
設置しました。花の水やりや、
作業後の簡単な手洗いなど
に利用しています。ホースを
使うと、片付けに苦労しまし
たが、事前にペットボトルな
どに小分けして使っているの
で、省力化にもつながってい
ます。大変便利なので、友
人にも設置を勧めています。

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い
く
た
め
、
市

で
は
、
雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
な
ど
）
お
よ
び
小
規
模
雨
水
浸
透
施
設

（
雨
水
浸
透
升
な
ど
）
を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
で
、地
下
水
の
量
的
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

地
下
水
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

趣味の園芸が
楽しくなりました
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市
で
は
、
雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
に
よ

る
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
地
場
企
業
に
優
遇

措
置
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
７
５
３

本
市
の
企
業
立
地
状
況

　

平
成
25
年
度
、
本
市
で
は
10
件
の
企

業
立
地
が
実
現
。
平
成
18
年
の
合
併

以
降
の
総
数
は
55
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
外
の
企
業
の
進
出
の
み
な
ら
ず
、
地

場
企
業
や
既
存
の
進
出
企
業
の
増
設
な

ど
に
よ
り
、
市
内
の
雇
用
機
会
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。

優
遇
措
置
は
地
場
企
業
も
対
象

　

市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

企
業
を
立
地
企
業
と
し
て
指
定
。
実
績

に
応
じ
て
税
の
免
除
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
制
度
は
、

企
業
の
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
こ
と
で

雇
用
拡
大
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
市
外
か
ら
の
進
出
企
業
だ
け

で
は
な
く
、
地
場
企
業
も
含
め
て
製
造

業
な
ど
の
工
場
や
流
通
施
設
な
ど
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
の
た
め
の
優
遇
措
置

 

対
象

●
製
造
業
な
ど
の
工
場

　

投
下
資
本
が
２
、３
０
０
万
円
を
超

　

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
流
通
施
設
な
ど

　

投
下
資
本
が
５
、０
０
０
万
円
を
超

　

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
試
験
研
究
施
設
な
ど

　

投
下
資
本
が
２
、０
０
０
万
円
を
超

　

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
観
光
施
設
な
ど

　

投
下
資
本
が
１
億
円
を
超
え
る
も

　

の
、
雇
用
増
加
15
人
以
上

●
情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設

　

投
下
資
本
要
件
な
し
、
雇
用
増
加
５

　

人
以
上

 

支
援
の
内
容

●
固
定
資
産
税
の
免
除　

３
年
間

●
雇
用
奨
励
金　

１
人
20
万
円

　
（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

●
用
地
取
得
補
助
金　

50
㌫　

　
（
限
度
額
５
、０
０
０
万
円
）

　

※
高
木
・
石
山
工
業
団
地
に
つ
い
て

　
　

は
１
億
円

●
関
連
施
設
整
備
補
助
金

　

事
業
費
の
50
㌫

　
（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

利
便
性
の
高
い
工
業
団
地

　

現
在
、
市
で
は
２
つ
の
工
業
団
地
を

分
譲
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
城
町
に

大
型
の
工
業
団
地
で
あ
る
「
都
城
イ
ン

タ
ー
工
業
団
地
穂
満
坊
地
区
（
13.
5
㌶

を
予
定
）」
を
現
在
整
備
中
で
、
平
成
27

年
度
か
ら
分
譲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
高
木
工
業
団
地
（
１
区
画
）

　

分
譲
面
積
１
万
１
、８
４
７
平
方
㍍

②
石
山
工
業
団
地
（
２
区
画
）

　

分
譲
面
積
１
万
４
、８
７
６
平
方
㍍三股町

宮崎市

穂満坊地区（整備中）

市
内
で
工
場
な
ど
を
営
む
皆
さ
ん
へ
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廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、農業経営
者が自己責任で適正に処理するよう法律によって義務付けられています。
不法焼却や不法投棄をすると、 5年以下の懲役または1,000万円以下の罰金が科せられます。
また、被覆資材や使用済み農業用廃プラスチックなど、強風時に飛散しないよう注意しましょう。

◎問い合わせ 都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課内）☎23-2425

塩化ビニールのリサイクル収集日程

収集日 収集場所 収集時間

8 月　
26日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

13:30 ～ 16:00

27日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
28日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

平成27年 1 月
27日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
28日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
29日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

※費用：１kgあたり 6円48銭（デポジット券または現金にて徴収）

①黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンドなどの収集は行わ 
　ないので、産業廃棄物処分場で適正に処分してください。
②初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参してください。
③よく乾燥させ、同種の資材で縛って搬出してください。

注意
事項

廃ポリフィルムなどのリサイクル収集日程

収集日 収集場所 収集時間
5 月　 8日（木）・22日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（三股町大字蓼池4439番地1） 14:00 ～ 16:006 月　 12日（木）・26日（木）

7月　

10日（木）

22日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
（上長飯町883）

9:00 ～ 16:0023日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918-2）

24日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481）

8 月　 7日（木）・21日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00 ～ 16:00
9 月　 11日（木）・25日（木）
10月　 9日（木）・23日（木）
11月　 6日（木）・20日（木）

12月　

2日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
9:00 ～ 16:003 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター

4日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
11日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00 ～ 16:00
平成27年 1 月　 8日（木）・22日（木）

2月　 12日（木）・26日（木）
3月　 12日（木）・26日（木）

※費用：１kgあたり22円68銭（デポジット券または現金にて徴収）

肥料袋、農薬袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、
ポリポット、ポリマルチ、かん水チューブ、不織布など収集対象収集対象

ハウスビニールなど（「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール）収集対象収集対象

保存版 農業用廃プラスチックは、農業用廃プラスチックは、

焼かない！捨てない！リサイクル！焼かない！捨てない！リサイクル！

キ
リ
ト
リ
線
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認
定
こ
ど
も
園
の
普
及

小
学
校
就
学
前
に
子
ど
も
を
預
け
る

施
設
と
し
て
、
保
育
所
と
幼
稚
園
が
あ

り
ま
す
。
保
育
所
は
、
仕
事
な
ど
の
理

由
で
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
保
護
者

に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設
で
、
幼
稚

園
は
、
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を

つ
く
る
た
め
の
幼
児
教
育
を
行
う
施
設

で
す
。
こ
の
両
方
の
良
さ
を
持
ち
合
わ

せ
た
施
設
が
認
定
こ
ど
も
園
で
す
。

今
後
、
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
認
定
こ
ど
も

園
を
含
め
た
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
と
は
？

認
定
こ
ど
も
園
は
、
次
の
３
つ
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

①
保
護
者
の
就
労
状
況
に
関
係
な
く
、

教
育
と
保
育
を
一
緒
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
る

②
保
護
者
の
就
労
状
況
が
変
わ
っ
て

も
、
継
続
し
て
利
用
で
き
る

③
保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い

家
庭
の
保
護
者
が
、
親
子
の
交
流
の

場
な
ど
と
し
て
利
用
で
き
る

施
設
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て

施
設
な
ど
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前

に
次
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

１
号
認
定
【
教
育
標
準
時
間
認
定
】

満
３
歳
以
上
で
教
育
を
希
望
す
る
幼
児

※
利
用
で
き
る
施
設

　

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

２
号
認
定
【
満
３
歳
以
上
・
保
育
認
定
】

満
３
歳
以
上
で
、
保
育
の
必
要
な
事

由
に
該
当
し
、
保
育
所
な
ど
で
保
育
を

希
望
す
る
場
合

※
利
用
で
き
る
施
設

　

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

３
号
認
定
【
満
３
歳
未
満
・
保
育
認
定
】

満
３
歳
未
満
で
、
保
育
の
必
要
な
事

由
に
該
当
し
、
保
育
所
な
ど
で
の
保
育

を
希
望
す
る
場
合

※
利
用
で
き
る
施
設

　

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

平
成
27
年
度
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

保
育
課　

☎
23

－

２
１
９
９

 ……… 保育課　☎23-4894
 ……… こども課　☎23-2684

都城市にはこれらの
子育て支援制度があります
子育て支援センター 
親子の交流や子育てに関する相談、季節の
行事を通して子育て支援を行います。
一時保育事業 
日中、家庭で保育することができない幼児を、
一時的に預かります。
ファミリー・サポート・センター事業 
育児などの援助を受けたい人（利用会員）と、

育児などの援助を行いたい人（援助会員）がお
互いに助け合います。
放課後児童クラブ 
家庭に日中、保護者のいない児童が、放課
後などに過ごす場を提供します。
こんにちは赤ちゃん事業 
母子保健推進員と母子訪問指導員が、乳児

のいる全ての家庭を訪問して、健診や赤ちゃん
相談などの案内を行います。

保育所と幼稚園の入所手続きと同
時に、認定こども園の入所手続きが
できます。なお、認定を受けた後、次
の手順で手続きが必要です。

平成27年度から入所手続きが
変更になります

1号認定
［幼稚園、認定こども園］

幼稚園に直接、
利用申し込みをする

↓
幼稚園から入園の内定が届く

↓
幼稚園を通じて利用の認定を

申請する
↓

幼稚園を通じて市から認定書
を交付（１号認定）

↓
幼稚園の入園手続き

2号・3号認定
［保育所、認定こども園］

市に認定を申請
↓

市から認定証の交付を受ける
↓

保育所の利用希望の申し込み
↓

申請者の希望や保育所の
状況などで市が利用調整
（2号・３号認定）

↓
利用先の決定後に
入所手続き

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
に
つ
い
て

担当課
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困
っ
た
と
き
の
身
近
な
相
談
役

民生委員
児童委員

ぜひ私たちに
相談して
下さい！

民
生
委
員・

児
童
委
員
へ

相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
社
会
奉

仕
の
精
神
を
持
っ
て
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
手
助
け

を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に

よ
っ
て
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
呼
ば
れ

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
役
割

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関

す
る
関
係
機
関
と
、
児
童
委
員
と
の
連

絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
委
員

の
活
動
に
対
す
る
援
助
や
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
な
ど
の
待
遇
、
実
務

昨
年
12
月
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

お
よ
び
主
任
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
委
員
の
任
期
は
、
平
成
28
年

11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

委
員
に
対
し
て
は
活
動
費
と
し
て
月

額
９
、７
０
０
円
支
給
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
給
与
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

推
薦
方
法
な
ど
に
つ
い
て

各
委
員
は
、
都
道
府
県
知
事
の
推
薦

に
基
づ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱

し
ま
す
。

都
城
市
民
生
委
員
推
薦
会
は
、
各
自

治
公
民
館
の
代
表
者
で
構
成
す
る
推
薦

準
備
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
に
つ

い
て
審
議
し
、県
知
事
へ
推
薦
し
ま
す
。

各
地
区
の
推
薦
準
備
会
は
、
各
自
治

公
民
館
が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
関
わ
る
活
動
を
は
じ

め
、
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
各
自
治
公
民
館
か
ら
推

薦
し
て
も
ら
い
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
の
連
携
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

委
員
の
定
数
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数
は
、

各
自
治
公
民
館
の
範
囲
を
中
心
と
し
て

地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
て
、
全
体

で
３
１
８
人
で
す
。
ま
た
、
主
任
児
童

委
員
は
、
各
地
区
に
２
人
ず
つ
、
全
体

で
30
人
で
す
。

候
補
者
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す

一
斉
改
選
以
降
、
候
補
者
が
見
つ
か

ら
ず
、
現
在
16
人
が
欠
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
各
種

の
福
祉
活
動
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
急
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

欠
員
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
す

る
地
域
の
「
つ
な
ぎ
役
」
で
す
。
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
に

関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

地
域
を
や
さ
し
く

見
守
り
ま
す

都城市妻ケ丘地区
民生委員児童委員協議会

会長　渕
ふち

上
がみ

　澄
すみ

雄
お

さん

自治公民館から推薦され民生委員・
児童委員に就任し、４期10年目を迎え
ました。
主な仕事は、一人暮らしの高齢者
の見守りや、各種証明事務、一人一人
のニーズに合わせて、行政サービスへ
の案内をすることなどです。行政や住
民のつなぎ役となって、最終的に地域
の人に感謝されるとうれしく、やりが
いを感じます。地域の皆さんと一緒に
なって、互いに助け合い、安心できる
まちづくりを目指していきたいです。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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快
適
な
道
路
空
間
づ
く
り
に

協
力
く
だ
さ
い
!

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と

進
捗
状
況
、清
掃
工
場
の
閉
鎖

市
で
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

皆
さ
ん
が
道
路
を
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
良
好
な
状
態
に
保
つ
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

自
宅
周
辺
の
道
路
の
除
草
や
道
路
上
に

看
板
や
商
品
な
ど
を
置
か
な
い
な
ど
、

快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

維
持
管
理
課　

☎
23

－

２
７
５
２

　

各
総
合
支
所
建
設
課

道
路
の
破
損
箇
所
を
見
つ
け
た
ら

道
路
の
穴
ボ
コ
や
陥
没
、
路
肩
の
決

壊
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
破
損
は
、
交
通
事

故
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

異
状
箇
所

を
見
つ
け
た

ら
、
早
急
に

維
持
管
理

課
ま
た
は
各

総
合
支
所
の

建
設
課
へ
連

絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
郡
元
町
に
あ
る

清
掃
工
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
に

山
田
町
へ
移
転
整
備
す
る
ご
み
焼
却
施

設
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
施
設
課　

☎
23

－

３
３
１
９

施
設
の
特
徴

施
設
の
特
徴
と
し
て
、
今
ま
で
燃
や

せ
な
い
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
い
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
を
、
安
全
に
焼
却
で

き
る
ス
ト
ー
カ
式
焼
却
炉
を
採
用
。
焼

却
炉
か
ら
発
生
す
る
排
ガ
ス
に
対
し
て

万
全
な
大
気
汚
染
防
止
対
策
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
を
処
理
す
る
過

程
で
発
生
し
た
工
場
の
排
水
は
、
施
設

外
へ
放
出
し
な
い
無
放
流
方
式
と
し
、

再
利
用
し
て
工
場
内
で
循
環
さ
せ
る
こ

と
で
周
辺
環
境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ご
み
焼
却
で
発
生
し
た
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蒸
気
と
し
て
回
収
し
、

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
こ
と
に

よ
り
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を

行
う
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
を
目
指
し

ま
す
。
な
お
、
発
電
し
た
電
力
は
、
工

場
内
で
利
用
し
、
余
っ
た
電
力
は
売
電

し
ま
す
。

樹
木
の
剪
定
を
お
願
い
し
ま
す

樹
木
が
道
路
上
に
張
り
出
す
と
、
車

両
や
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
ま
す
。
ま

た
、
道
路
標
識
を
見
え
に
く
く
し
て
思

わ
ぬ
事
故
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

個
人
が
所
有
す
る
樹
木
を
、
市
が
勝

手
に
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
所
有

者
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
樹
木
の
適

正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

歩
道
切
り
下
げ
な
ど
は
市
の
許

可
を
受
け
て
工
事
し
ま
し
ょ
う

歩
道
や
縁
石
な
ど
が
設
置
し
て
あ
る

道
路
で
、
宅
地
内
に
乗
り
入
れ
す
る
た

め
、
撤
去
や
切
り
下
げ
の
工
事
を
実
施

す
る
場
合
は
、
道
路
を
管
理
す
る
国
や

県
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。
市
道
の

場
合
は
、
維
持
管
理
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
の
建
設
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
場
合
の
工
事
費
用
は
す
べ
て
申
請
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

車
道
に
突
き
出
し
た
段
差
解
消
ブ

ロ
ッ
ク
や
鉄
板
は
、
交
通
事
故
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
し
て
切

り
下
げ
な
ど
の
工
事
を
お
願
い
し
ま

す
。

主
要
設
備

ス
ト
ー
カ
式
焼
却
炉
２
３
０
㌧
／
日

（
１
１
５
㌧
／
24
ｈ
×
２
炉
）

最
大
発
電
出
力　

４
、９
９
０
㌗

稼
働
開
始
予
定　

平
成
27
年
３
月
１
日

工
事
の
進
捗
状
況
と

清
掃
工
場
の
閉
鎖

建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
約
74
㌫

（
平
成
26
年
３
月
末
現
在
）
で
、
今
年

の
秋
ご
ろ
に
は
試
験
焼
却
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。
な
お
、
郡
元
町
に
あ
る
清

掃
工
場
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
本

稼
働
に
伴
い
、
平
成
27
年
２
月
28
日
で

閉
鎖
予
定
で
す
。

クリーンセンター完成予想図

注
意

142014.5



市
で
は
、
市
民
が
市
政
に
参
加
で
き
る

市
で
は
、
市
民
が
市
政
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を

よ
う
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

設
け
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

ま
す
。

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は

行
政
機
関
が
政
策
の
立
案
や
条
例
制

定
の
と
き
に
、
原
案
を
公
表
し
、
そ
の

案
に
対
す
る
市
民
や
事
業
所
か
ら
の
意

見
な
ど
を
考
慮
し
た
意
思
決
定
を
行
う

手
続
き
の
こ
と
で
す
。

市
で
は
意
見
を
募
集
す
る
期
間
や
公

表
す
る
場
所
な
ど
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

市
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況

昨
年
度
は
６
件
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
。
合
併
以
降
57
件
を
実
施

し
ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
流
れ

参
加
で
き
る
人
は
？

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他
の
団

体
・
市
内
に
あ
る
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
係
わ
る
事

案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

市
で
は
、
現
在
整
備
中
の
山
之
口
S
A

ス
マ
ー
ト
I
C
の
利
用
促
進
の
た
め
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
新
た
に
購
入
し
、
設

置
す
る
個
人
と
事
業
所
に
対
し
て
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

対
象次の

①
〜
③
を
全
て
満
た
す
人
。

①
市
内
に
住
所
が
有
り
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
個
人
ま
た
は
法
人

②
本
人
名
義
の
車
両
に
設
置
し
た
人

③
市
ま
た
は
三
股
町
内
の
取
扱
店
で
、

６
月
１
日
以
降
に
新
品
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

載
器
を
購
入
、
取
り
付
け
お
よ
び

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
人

対
象
外

①
中
古
品
の
設
置
や
新
品
へ
の
買
い
替

え
、
ま
た
は
所
有
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載

器
設
置
車
両
の
更
新
に
よ
る
買
い
替

え
②
都
城
市
、
三
股
町
の
取
扱
店
以
外
で

購
入
し
、
設
置
す
る
人

助
成
金
額

１
台
当
た
り
５
、０
０
０
円
（
５
、

０
０
０
円
に
満
た
な
い
場
合
は
実
費
額
。

対
象
と
な
る
経
費
は
車
載
器
購
入
費
、

設
置
工
事
費
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
費
用

対
象
台
数

個
人　

１
人
当
た
り
１
車
両

法
人　

１
法
人
当
た
り
３
車
両
ま
で

申
請
の
流
れ

申
請
期
限

設
置
後
１
カ
月
以
内
。
た
だ
し
、
平

成
27
年
２
月
27
日
ま
で

申
請
窓
口

総
合
政
策
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
よ
う

E
T
C
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

ETC

①
事
前
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
申
請
窓
口

な
ど
で
申
請
書
様
式
を
入
手
、
添
付
資

料
を
確
認

②
取
扱
店
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
購
入
・
設
置
・

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
、
証
明
書
な
ど
の
受
け
取
り

③
市
役
所
の
申
請
窓
口
へ
提
出

③
提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
、

修
正
な
ど
の
手
続
き
を
行
い
、

結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表

①
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
で
、
募
集
す
る
期
間
や
内
容

を
お
知
ら
せ

②
意
見
募
集
の
期
間
内
に
指
定
さ

れ
た
公
表
の
場
所
で
内
容
を
確

認
し
て
も
ら
い
、
意
見
な
ど
が

あ
る
人
は
「
意
見
・
情
報
提
出

書
」
を
提
出

新
し
く
E
T
C
設
置
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
へ
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Miyakonojo City Topics

春
の
神
事
で
豊
作
祈
願

東
霧
島
神
社
春
季
例
大
祭

　

五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
祈
願
す
る
春
季
例
大
祭

が
３
月
21
日
、
東つ
ま

霧
島
神
社
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
、
同
神
社
の
氏
子
ら

が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
春
の
神
事
。
氏

子
ら
は
、
鬼
が
一
晩
に
し
て
積
み
上
げ

た
と
言
わ
れ
る
荒
く
急
な
石
階
段
を
、

島
津
家い
え
ひ
さ久
公
か
ら
寄
進
さ
れ
た
み
こ
し

を
担
い
で
勇
壮
に
下
り
ま
し
た
。ま
た
、

会
場
内
で
は
、
弓
道
大
会
や
太
鼓
の
披

露
な
ど
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
吉
山
文あ
や

菜な

さ

ん
（
高
崎
小
６
年
）
は
「
み
こ
し
が
重

く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
最
後
ま
で
歩
け
ま
し
た
」

と
、
息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

未
来
の
た
め
に
自
然
の
森
づ
く
り

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年

の
森
を
つ
く
る
会
に
よ
る
植
樹
会
が

３
月
16
日
、
山
之
口
町
青
井
嶽だ

け

国
有
林

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
18
回
目
を
迎
え

た
今
回
の
植
樹
会
に
は
、
同
会
の
会
員

や
趣
旨
に
賛
同
し
た
親
子
連
れ
な
ど
約

５
０
０
人
が
参
加
。
苗
木
の
植
栽
方
法

の
説
明
を
受
け
た
後
、
ア
ラ
カ
シ
や
ク

ヌ
ギ
な
ど
の
苗
木
２
、５
０
０
本
を
、
約

０
・
８
㌶
の
国
有
林
に
植
栽
し
ま
し
た
。

母
親
と
参
加
し
た
坂
元
太た

駆く

く
ん
（
有

水
小
２
年
）
は
「
土
に
触
れ
る
の
が
大

好
き
。
今
日
、
植
え
た
苗
木
が
、
大
き

く
丈
夫
に
育
っ
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

見
ど
こ
ろ
満
載　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
オ
ツ
ア
ー
」

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
オ
ツ
ア
ー
」
が
３
月
21
日
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
市
内
の
ホ
テ
ル

で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
同
推
進
連
絡

協
議
会
に
よ
る
活
動
報
告
を
は
じ
め
、

企
業
や
団
体
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
ジ

オ
ガ
イ
ド
添
乗
の
も
と
、
関
之
尾
滝
や

ご
ろ
が
轟と

ど
ろ

、
御
池
な
ど
を
バ
ス
で
見
学

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
濵は
ま
は
た畑
太ふ
と
み海
さ
ん

（
早
鈴
町
）
は
「
各
団
体
の
地
道
な
努

力
に
感
心
し
ま
し
た
。
自
然
保
護
や
教

育
、
観
光
な
ど
多
様
な
活
用
に
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一瞬
の
静
寂
の
中
に
的
を
射
る

都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会

　

全
国
一
の
竹
弓
の
生
産
量
を
誇
る

「
日
本
一
の
弓
の
ま
ち
都
城
」
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
都
城
弓
ま
つ
り
全
国

弓
道
大
会
が
３
月
22
日
・
23
日
の
２

日
間
、
早
水
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
約
２
、

６
０
０
人
の
弓
道
愛
好
家
が
出
場
。
中

学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
部
に
分
か
れ

て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。
第
１
回
大
会
か
ら
参
加

し
て
い
る
朝あ
さ
く
ま隈
敏
子
さ
ん
（
福
岡
市
）

は
「
弓
師
の
皆
さ
ん
も
代
替
わ
り
し
た

よ
う
で
す
が
、
先
代
に
負
け
な
い
良
い

物
を
作
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
、
都
城
産

の
弓
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
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ま 話ち 題の

地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
団

都
城
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団

員
の
辞
令
交
付
式
が
４
月
６
日
、
消
防

局
屋
内
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
18

歳
か
ら
61
歳
ま
で
１
０
０
人
が
新
た
に

入
団
し
、
総
計
１
、４
３
８
人
の
団
員

が
、
地
域
の
安
全
を
守
り
ま
す
。
式
典

で
は
、
前
原
秀ひ

で
ひ
ろ洋
新
団
長
（
平
江
町
）

が「
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

郷
土
愛
を
根
幹
に
、
高
い
規
律
心
を
持

っ
て
消
防
活
動
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
60
年
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
を
務
め
た
莫あ

ぐ
ね根
秀ひ

で
は
る春
前

団
長
（
栄
町
）
を
、
名
誉
消
防
団
長
に

任
命
。
長
年
の
功
労
を
顕
彰
し
、
記
念

の
半
て
ん
を
送
り
ま
し
た
。

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

　

太
平
洋
戦
争
中
に
、
旧
都
城
西
・
東

飛
行
場
か
ら
出
撃
し
た
特
攻
隊
員
ら
を

追
悼
す
る
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

が
４
月
６
日
、
都
島
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
慰
霊
祭
は
、
特
攻
第
一
陣
と
な
っ

た
８
人
が
、
西
飛
行
場
か
ら
飛
び
立
っ
た

４
月
６
日
に
毎
年
開
催
。
参
列
し
た
遺

族
な
ど
１
３
６
人
の
黙
と
う
や
献
花
な
ど

の
後
、
黒
木
美み

き紀
さ
ん
（
祝
吉
中
３
年
）

が
「
特
攻
隊
の
人
た
ち
は
、
光
と
な
っ
て

日
本
中
を
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
は
そ
の
光
が
消
え
な
い
よ
う
、
戦
争

の
苦
し
み
と
、
平
和
への
思
い
を
い
つ
ま
で

も
語
り
継
い
で
い
き
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

春
風
を
受
け
な
が
ら
桜
並
木
を
快
走

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

　

第
６
回
都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
３
月
29
日
・
30
日
の
２

日
間
、
高
城
運
動
公
園
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
合
わ
せ
て
２
、

３
２
０
人
が
、
ハ
ー
フ
の
部
や
、
10
㌔

の
部
な
ど
の
種
目
に
挑
戦
。
起
伏
の
富

ん
だ
コ
ー
ス
に
、
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら

挑
む
参
加
者
ら
に
は
、
沿
道
か
ら
暖
か

い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
29
歳

以
下
男
子
ハ
ー
フ
の
部
で
優
勝
し
た

奈な

す須
順
平
さ
ん
（
国
富
町
）
は
「
向
か

い
風
も
あ
っ
て
き
つ
い
レ
ー
ス
で
し
た

が
、
桜
の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
気
持
ち

良
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と

大
会
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

親
か
ら
子
へ
引
き
継
が
れ
る
想
い

庄
内
川
こ
い
の
ぼ
り

　

荘
内
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
こ
い
の

ぼ
り
の
掲
揚
作
業
が
４
月
６
日
、
庄
内

川
堤
防
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
４
月
上

旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
る
、

庄
内
地
区
の
春
の
風
物
詩
。
30
本
の
竹

ざ
お
に
掲
揚
さ
れ
た
、
大
小
１
５
０
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
色
鮮
や
か
に
大
空

を
賑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
企
画
し
た
荘

内
商
工
会
青
年
部
長
の
蒲か

も
う生
純じ

ゅ
んさ
ん（
庄

内
町
）
は
「
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
か

ら
見
て
き
た
風
景
。
次
の
世
代
の
子
ど

も
た
ち
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
、

地
域
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
行
事
の
継

承
へ
の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。
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防
災
に
関
す
る
意
識
や
知
識
、
技

能
を
高
め
、
社
会
の
防
災
力
向

上
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
が

認
証
す
る
防
災
士
の
資
格
を
県
内
最
年

少
で
取
得
し
た
の
が
、
内
村
風
太
君

（
都
北
町
）
で
す
。

　

昨
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
防
災
士
の

基
礎
研
修
を
受
け
、
今
年
２
月
に
専
門

研
修
と
試
験
を
受
け
て
見
事
合
格
し
ま

し
た
。

　

内
村
君
が
防
災
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
、
女
性
消
防
団
員
と
し
て
活
動

す
る
傍
ら
、
昨
年
、
防
災
士
の
資
格
を

取
得
し
た
母
親
の
有ゆ

き希
さ
ん
の
存
在
。

年
齢
制
限
の
な
い
こ
の
資
格
の
取
得
を

勧
め
ら
れ
た
内
村
君
は
、
地
域
の
防
災

の
た
め
に
活
動
す
る
母
親
を
見
て
、
防

災
士
の
魅
力
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
に
も
大
き

な
衝
撃
を
受
け
、
も
し
も
の
時
に
人
に

助
け
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

宮
崎
市
内
の
中
学
校
に
通
う
内
村

君
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
部
活
や

学
業
と
の
両
立
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

そ
の
分
、
合
格
し
た
と
き
の
喜
び
は
大

き
い
も
の
で
し
た
。
合
格
の
喜
び
を
真

っ
先
に
分
か
ち
合
っ
た
の
も
母
親
の
有

希
さ
ん
。
自
分
自
身
の
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
に
役
に
立
つ
資
格
を
教
え
て

く
れ
た
こ
と
や
、
毎
日
の
勉
強
を
陰
な

が
ら
支
え
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と

で
、
今
ま
で
は
何
気
な
く
通
っ
て
い
た

通
学
路
で
の
避
難
経
路
を
考
え
た
り
、

危
険
個
所
を
友
だ
ち
に
教
え
た
り
す
る

な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
危
機
管
理

の
意
識
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
災
害
が
起
き
た
ら
、「
ま
ず

は
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
第

一
。
そ
の
と
き
余
裕
が
あ
れ
ば
周
り
の

人
に
手
を
差
し
伸
べ
て
ほ
し
い
」
と
話

す
内
村
君
。「
こ
れ
か
ら
も
人
の
た
め

に
役
立
つ
よ
う
な
資
格
に
挑
戦
し
た

い
」
と
、
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

防災に関する知識を身に付け、
身近な人の安全に役立てる
私立鵬翔中学校　2年

内村 風
ふう

太
た

君

め
る
め
る
め
る
め

た
め
た
め
た
めめ
に
役
に
役
に
役役
に
立
に
立
に
立立
つ
資
つ
資
つ
資
つ
資
格
を
格
を
格
を
格

教
え
教
え
教
え
教

ててて

smiling faces of miyakonojo
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1日の野菜摂取量は
350g

今
回
は
、吉
都
線
の
終
点
駅
「
都
城
駅
」

を
紹
介
し
ま
す
。

■
「
な
な
つ
星
」
が
停
車
す
る
都
城
駅

都
城
駅
は
、
大
正
２
年
10
月
に
開
業

し
、
昨
年
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。J

R
九
州
の
日
豊
本
線
に
吉
都
線
が

乗
り
入
れ
る
駅
と
し
て
、
通
勤
や
通
学

な
ど
で
多
く
の
人
が
利
用
す
る
本
駅
。

ま
た
、
昨
年
話
題
と

な
っ
た
日
本
発
の
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
な
な
つ
星
in
九
州
」

が
停
車
す
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
見
学
客

が
同
駅
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
、
駅
敷
地
内
に
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
が
整
備
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
環
境
対
策
で
地
域

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
内

で
は
、
草
刈
り
機
か
ら
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
、
５
頭

の
ヤ
ギ
が
放
牧
さ
れ
て
い
て
、
除
草
作

業
の
大
役
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
都
城
駅

平
成
26
年
３
月
に
は
、
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
工

事
が
完
了
。
改

札
か
ら
各
ホ
ー

ム
を
結
ぶ
連
絡

橋
が
新
設
さ
れ

る
と
と
も
に
、

駅
舎
内
に
は
多

目
的
ト
イ
レ
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
橋
の
壁
材
に
は
、
市
内
で
生
産

さ
れ
た
杉
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
木
の

ぬ
く
も
り
を
利
用
者
に
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
連
絡
橋
の
中
に
は
展
望
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
雄
大
な

霧
島
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
城
駅
は
、
こ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
よ
っ
て
、
車
い
す
の
利
用
者
や
重
い

荷
物
を
持
っ
た
人
な
ど
が
利
用
し
や
す

い
駅
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

都
城
市
総
合
政
策
課

　

☎
23

－

2
1
1
5

※
環
霧
島
圏
域

の
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す

茶葉には、ビタミンＢやＥ、カテキンなどが豊富に含ま
れています。カテキンは、脂肪吸収を抑えたり、血

圧や血糖値の上昇を抑えたりするなどの効果があります。

●材料（4人分）
　鶏胸肉…300g　酒…小さじ２　こしょう…少々
　茶葉…３g　アスパラガス…２本
　梅干し…２個　みりん…大さじ２　酢…大さじ２
●下準備
　鶏胸肉…薄く広げ、酒とこしょうを両面に振り、片面に
　　　　　すり鉢ですった茶葉を振る
　アスパラガス…肉の大きさに合わせて切る
　梅干し…種を取り、細かく刻んでみりんと酢を加える
●作り方
　①鶏胸肉にアスパラガスを乗せ、ラップで巻き、両端を
　　ねじりタコ糸で縛る
　②①を蒸し器で約15分蒸す
　　（10分程度蒸したら、上下を返す）
　※電子レンジでも同様
　③一口大に切り、器に盛りつけて梅肉ソースをかける
◎問い合わせ　健康課　☎ 23－ 2765

チキンの茶の葉巻き　※1人分171kcal、塩分0.2g

アスパラガスの代わりに、ニンジンやさやえんどう
など旬の野菜を使っても食感や彩りを楽しめます。

ちょっと
ひと工夫

環霧島探訪

ぐ
る

周遊列車

この時期の茶葉は、葉がやわらかく風味が
いいのでかき揚げや天ぷら、がねに入れて
もおいしいです。

ワンワンワン
ポイント
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

合
同
金
婚
式

　

市
で
は
、
合
同
金
婚
式
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
該
当
す
る
夫
婦
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象

① 

昭
和
38
年
４
月
１
日
〜
39
年
３
月
31
日

ま
で
に
結
婚
し
た
市
内
在
住
の
夫
婦

② 

結
婚
後
51
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に

市
（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す
る
金

婚
の
祝
い
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

　

５
月
23
日
㈮
ま
で
に
各
地
区
の
民

生
委
員
ま
た
は
福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

成
人
式
新
成
人
実
行
委
員

　

地
区
ご
と
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企
画

運
営
を
行
う
、
新
成
人
の
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

今
年
度
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
手
作
り
の
成
人
式

を
、一
緒
に
つ
く
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
会
場　

本
庁
管
内
は
中
学
校
区（
西
岳
・

夏
尾
地
区
は
合
同
）
ご
と
、
総
合
支
所
管

内
は
、
総
合
支
所
ご
と
に
開
催

●
対
象
者　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
内
在
住
ま
た

は
出
身
者
）

●
活
動
内
容　

各
地
区
で
行
う
成
人
式
の

企
画
（
会
議
な
ど
）
お
よ
び
運
営

●
そ
の
他　

興
味
が
あ
る
人
、
参
加
し
た

い
人
、
実
行
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
い
人

が
い
る
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　
　

各
総
合
支
所
の
教
育
課

都
城
市
市
民
大
学
講
座

50
周
年
記
念
講
演
（
無
料
）

　

都
城
市
市
民
大
学
講
座
開
講
50
周
年
を

記
念
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
27
日
㈫　

18
時
30
分
（
受
付
）　

19
時
（
開
会
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
講
師　

増
岡
弘
さ
ん

※
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
声
優

●
演
題　
「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
幸し
あ
わ
せ福
探

し
の
達
人
ぞ
ろ
い
」

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

都
城
志
布
志
道
路

整
備
・
活
用
促
進
大
会
（
無
料
）

●
日
時　

５
月
30
日
㈮

14
時
30
分
（
受
付
）　

15
時
30
分
（
開
会
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

基
調
講
演
や
意
見
発
表
な
ど

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

５
月
28
日
㈬　

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

働
く
世
代
の
た
め
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

食
の
健
康
マ
イ
ス
タ
ー（
春
コ
ー
ス
）

　

40
歳
〜
64
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
、
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
減

塩
食
や
血
糖
値
を
上
げ
な
い
食
事
に
つ
い

て
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
所
・
日
程

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

６
／
23
㈪
・
７
／
22
㈫
・
８
／
25
㈪

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

６
／
27
㈮
・
７
／
25
㈮
・
８
／
29
㈮

●
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

※
調
理
実
習
の
み
１
０
０
円

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

５
月
22
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

高
血
圧
に
つ
い
て

●
定
員　

先
着
80
人（
申
し
込
み
は
不
要
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医

療
連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

募

集

催

し

講
座
・
教
室
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

都
城
市
市
民
大
学
講
座

●
日
時
・
内
容
・
講
師
（
敬
称
略
）

７
／
１
㈫
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
都
城
を
目

指
し
て
」

都
城
市
長　

池
田
宜
永

７
／
８
㈫
「
南
九
州
の
特
長
を
生
か
し
た
調
味

料
と
日
本
食
に
つ
い
て
」

ヤ
マ
エ
食
品
工
業
㈱

社
長　

江
夏
喜
一
郎

７
／
15
㈫

「
時
代
の
変
化
と
ラ
イ
フ
・
プ
ラ
ン
」

野
村
証
券
㈱　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

王
前
洋
司

７
／
22
㈫
「
若
山
牧
水
の
魅
力

－

旅
と
歌
」

宮
崎
県
立
図
書
館
名
誉
館
長

伊
藤
一
彦

７
／
29
㈫
「
先
人
た
ち
の
想
い
を
繋
い
で
」

お
か
げ
祭
り
振
興
会

会
長　

川
本
翰
治

８
／
５
㈫
「
宮
崎
と
イ
タ
リ
ア
と
の
交
流
」

宮
崎
日
伊
協
会

専
務
理
事　

森
文
一
郎

８
／
24
㈰
野
外
研
修

８
／
26
㈫
「
大
学
の
国
際
貢
献
」

宮
崎
大
学
医
学
部

学
部
長　

丸
山
眞
杉

９
／
２
㈫
「
都
城
人
と
し
て
誇
り
を
持
と
う
」

都
城
史
談
会

顧
問　

立
元
久
夫

９
／
９
㈫

「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ
い

て
知
ろ
う
！
あ
な
た
の
腎
臓
は
大

丈
夫
で
す
か
？
」　

都
城
市
郡
医
師

会
病
院

内
科
医
長　

西
浦
亮
介

９
／
16
㈫
「
自
分
も
他
者
も
大
切
に
す
る
人
間

関
係
」

南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部

准
教
授　

春
日
由
美

９
／
30
㈫
「
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」

小
林
警
察
署
警
察
安
全
相
談
員　

永
山
正
春

※ 

７
月
１
日
㈫
は
公
開
講
座
で
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
８
月
24
日
㈰
の
野

外
研
修
は
希
望
者
の
み
で
す

●
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館　

大
集
会
室

●
定
員　

２
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

●
受
付
期
間　

６
月
27
日
㈮
ま
で

※ 

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
費
用　

２
、０
０
０
円

※ 

第
１
回
講
座
時
に
会
場
受
付
に
て
納
入

く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－
９
５
４
５

初
夏
の
園
芸
教
室

●
日
時　

５
月
18
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

食
べ
ら
れ
る
野
草
や
野
菜
の
簡

単
な
溶
液
栽
培
な
ど

●
定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

５
月
14
日
㈬
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

運
動
の
苦
手
な
子
ど
も
集
ま
れ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
教
室
（
前
期
）

　

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
一
緒
に
運
動
を
楽
し
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
運

動
教
室
（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
。
必
ず
、

保
護
者
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

５
月
31
日
㈯
〜
７
月
26
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日
（
８
回
程
度
）

●
幼
児
の
部　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
小
学
生
の
部　

10
時
45
分
〜
12
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象　

幼
児
の
部
（
５
歳
〜
６
歳
）、

小
学
生
の
部
（
１
・
２
年
生
）

●
定
員　

各
20
組　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

８
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
）

　

５
月
19
日
㈪
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
、
参
加
す
る
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、

通
っ
て
い
る
小
学
校
名
ま
た
は
幼
稚
園
・

保
育
所
名
、
参
加
す
る
保
護
者
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
常
に
連
絡
が
と
れ
る
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
南
九
州
大
学
人
間

発
達
学
部
「
子
ど
も
教
育
学
科
」（
〒
885

－

０
０
３
５　

立
野
町
３
７
６
４

－

1
）

☎
21

－

２
１
１
１

※ 

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
１
枚
の
は
が
き

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.nankyudai.ac.jp/index.htm

l

弓
道
教
室

●
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

19
時
30
分
〜
21
時
30
分　

※
10
回
程
度

●
開
校
日　

６
月
12
日
㈭

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

弓
道
場

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
人

※
中
学
生
は
、
保
護
者
同
伴

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
受
講
料　

５
、０
０
０
円

●
そ
の
他　

道
場
で
は
、
足
袋
ま
た
は
靴

下
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

宮
崎
県
弓
道
連
盟
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

４
３
３
４
（
上
野
）
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

シ
ニ
ア
就
職
支
援
講
座（
無
料
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

55
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
就

職
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
樹
木
剪せ
ん

定
・
造
園
基
礎
講
習
】

　

剪
定
・
草
刈
り
・
草
花
の
寄
植
え
な
ど

の
基
礎
、安
全
管
理
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

●
期
間　

６
月
20
日
㈮
〜
７
月
３
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
10
日
間

●
場
所　

都
城
市
カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ

他●
定
員　

15
人

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
や
都
城
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
所

定
の
申
込
書
に
記
入
し
、６
月
11
日
㈬（
必

着
）
ま
で
に
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
880

－

０
８
６
７　

宮
崎

市
瀬
頭
二
丁
目
６
番
14
号
）
へ
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

FAX
０
９
８
５

－

31

－
３
７
７
６

ひ
と
り
親
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
皆
さ
ん
へ

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

●
日
時　

６
月
28
日
㈯
、
７
月
５
日
㈯
、

12
日
㈯　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
本

館
２
階
（
宮
崎
市
原
町
２

－

22
）

●
定
員　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
あ
り

●
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
３
、０
０
０
円

●
対
象　

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お

よ
び
寡
婦
の
人
で
、
調
理
実
習
経
験
が
２

年
以
上
あ
り
、
調
理
試
験
の
受
験
を
希
望

す
る
人
。
た
だ
し
、
全
日
程
の
受
講
が
で

き
る
人

※ 

詳
し
く
は
、
宮
崎
県
母
子
福
祉
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

５
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
宮
崎
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会　

☎
０
９
８
５

－

22

－
４
６
９
６

き
ら
り
楽
習
教
室

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用

着
付
け
（
全
６
回
）

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
（
６
／
２
㈪
〜
８
／
18

㈪
）　

10
時
〜
12
時　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

３
、３
０
０
円

浴
衣
の
着
付
け
と
自
分
で
結
え
る
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
（
全
11
回
）

毎
週
日
曜
日
（
６
／
１
㈰
〜
８
／
10
㈰
）　

14
時
〜
16
時　

指
導
者
宅
（
若
葉
町
）

６
、０
５
０
円

　

５
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
き
ら
り
ネ

ッ
ト
都
城　

☎
23

－

４
０
８
０

季
節
陶
芸
教
室「
蚊
取
り
線
香
の
器
」

　

参
加
希
望
者
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

●
日
時　

６
月
５
日
㈭
〜
10
日
㈫

午
前
の
部
：
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
：
13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

竹ち
く

楽ら

の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

●
費
用　

１
、５
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

５
／
28
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

レ
モ
ン
ブ
レ
ッ
ド
、
シ
ラ
ス
と
サ
ー
モ
ン
の
ピ
ザ

６
／
11
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分

に
ん
じ
ん
パ
ン
、
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
シ
ョ
コ
ラ

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」　

　

☎
58

－

２
０
８
８

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

５
月
16
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

講
座
・
教
室

相

談
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
相
談

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

　

妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
避
妊
、
乳
が
ん

な
ど
女
性
の
健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

　

不
妊
治
療
の
検
査
や
費
用
、
医
療
機
関

の
情
報
な
ど
、
不
妊
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

５
月
20
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

５
月
27
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター　　　　☎ 22-1659

5/21 ㈬
10時～

子育て講座「絵本を使って子ども
の心を豊かに育てるには？」
※要申し込み

5/26 ㈪
10時～

とんとんクラブ「親子でおやつ作
り」　対象：2歳以上の親子　
※要申し込み

5/28 ㈬
10時～

マタニティーの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

6/9 ㈪
10時～

いちごクラブ「しゃぼん玉あそび」
対象：2歳以上の親子

◆山之口子育て支援センター　　　　☎ 57-3298

5/23 ㈮
10時30分～

高齢者施設慰問「東岳荘」
「おじいちゃん・おばあちゃんと
ほんわりあったかい時を過ごしま
しょう」

5/27 ㈫
10時～

出前保育「ぽっかぽか」
「広い体育館で走りまわって思いき
り遊ぼう」
場所：下富吉地区体育館

6/3 ㈫
10時30分～

公園で遊ぼう「あじさい公園」
※現地集合、現地解散

6/10 ㈫
10時30分～

散歩の日
センター周辺をみんなでお散歩し
ます
集合場所：山之口子育て支援セン
ター

◆山田子育て支援センター　　　　　☎ 64-3171
5/16 ㈮
10時30分～

講演会「親の思いと子どもの権利」
託児あり　※要申し込み

5/21 ㈬
10時30分～

講習会「こんなとき、どうする？
～誤飲・けがの時の応急手当て～」
託児あり　※要申し込み

5/28 ㈬
10時～

たんじょう会（4・5月生まれ）
「みんなでお祝いしましょう」

6/5 ㈭
10時～

身体測定
「子どもの成長を数字で知ろう」

6/10 ㈫
10時～

赤ちゃんもリラックス
「ベビーマッサージ」
※オイル代別、要申し込み
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

な
ど
、
精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

●
日
時　

５
月
15
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

※
事
前
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

納
期
限
ま
で
の
納
付
に
協
力
く
だ
さ
い

自
動
車
税
（
県
税
）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、
宮
崎

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
対
象
と
な
る
人
は
、
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
人
で
、
６
月
２
日
㈪
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
ま
た
は
県

税
・
総
務
事
務
所
の
ほ
か
、
各
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
自
動
車

税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
納
税
通
知
書
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
都
城
県
税
事
務
所

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
、
自
動
車
税
の
一
定
額
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

　

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所

　
　

☎
23

－

４
５
１
６

納
期
限
ま
で
の
納
付
に
協
力
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
（
市
税
）　

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
登
録

の
あ
る
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車
、

小
型
特
殊
車
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
６
月
２
日
㈪
ま
で

に
、
近
く
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
（
納
税
通
知
書
裏
面
に
記

載
）
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
19
日
㈪
を
過
ぎ
て
も
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

６
月
の
定
期
募
集
で
入
居
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
14
日
㈬　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望

し
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

●
入
居
条
件

① 

都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内
に
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

② 

同
居
ま
は
た
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※ 

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
単

身
入
居
で
き
る
団
地
も
あ
り
ま
す
。
入

居
の
た
め
に
不
自
然
な
世
帯
分
離
を
し

て
い
る
と
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

③ 

政
令
月
収
が
15
万
８
、０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と
（
政
令
月
収
と
は
、
世
帯
の

年
間
総
所
得
か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差

し
引
い
た
総
額
に
基
づ
い
た
平
均
月
収
）

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

※ 

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と　

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

が
ん
患
者
家
族
交
流
会

●
日
時　

５
月
27
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

歯
科
口
腔
外
科
セ
ン
タ
ー
内
研
修
室

●
内
容　

肺
が
ん
に
つ
い
て

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

相
談

支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
23

－

４
１
１
１

お
知
ら
せ

相

談
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

市
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地
・
地
目
（
面
積
）

高
崎
町
大
牟
田
字
新
田
１
２
３
９
番
地
17

宅
地
（
２
４
３
・
50
平
方
㍍
）

居
宅
（
68
・
14
平
方
㍍
）

●
現
地
説
明
会　

５
月
19
日
㈪　

10
時
〜

●
入
札
日
時　

６
月
６
日
㈮　

10
時
〜

●
入
札
場
所　

高
崎
総
合
支
所

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

住
民
票
、
身
分

証
明
書
、
全
部
事
項
記
載
証
明
書
（
法
人

の
場
合
の
み
）、
契
約
保
証
金
（
入
札
者

の
見
積
も
る
契
約
金
額
の
10
㌫
以
上
の
現

金
ま
た
は
小
切
手
）、
実
印
、
代
理
人
が

出
席
の
場
合
は
委
任
状

●
申
込
期
限　

５
月
30
日
㈮　

17
時

●
申
込
場
所　

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

※ 

事
前
に
高
崎
総
合
支
所
建
設
課
で
申
込

書
を
配
布
し
ま
す

　

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

　
　

☎
62

－

１
１
１
１

が
ん
検
診

　

市
で
は
、
６
月
か
ら
２
月
ま
で
が
ん
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
度
は
、
が
ん
検
診
対
象
者
の
い
る

世
帯
へ
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
は
、
６
月

か
ら
開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
自
治

公
民
館
を
通
じ
て
配
布
す
る
問
診
票
付
き

チ
ラ
シ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
胃
が
ん
検
診
】

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
胃
が

ん
検
診
は
30
分
ご
と
に
８
人
ず
つ
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

６
／
17
㈫

祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
19
㈭

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
／
21
㈯

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

６
／
22
㈰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
23
㈪

中
郷
地
区
公
民
館

６
／
26
㈭

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

●
受
付
時
間　

８
時
〜
11
時

●
検
診
料　

１
、２
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

５
月
15
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
49
年
・
47
年
・
45
年
…
）

●
日
程
・
場
所

６
／
16
㈪

祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
17
㈫

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
18
㈬

志
和
池
地
区
公
民
館

６
／
21
㈯

横
市
地
区
公
民
館

６
／
26
㈭

谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

６
／
27
㈮

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

午
前
の
部　

９
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部　

13
時
〜
15
時
30
分

●
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超
音
波

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

こ
ど
も
基
金
活
用
補
助
事
業

　

市
内
の
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
、自
ら
企
画
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業

① 

市
の
実
施
す
る
子
育
て
支
援
事
業
を
補

完
す
る
事
業

② 

グ
ル
ー
プ
の
育
成
お
よ
び
活
動
を
支
援

す
る
事
業
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

③ 

児
童
の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
活
動
お

よ
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
知
識
・
技

術
向
上
の
た
め
の
事
業

④
子
ど
も
の
自
立
支
援
活
動
事
業

●
補
助
金　

補
助
対
象
経
費
の
90
㌫
以
内

　
（
上
限
20
万
円
）

※ 

事
業
内
容
や
応
募
状
況
に
よ
っ
て
、
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

審
査
会
開
催
後
に
交
付
団
体

を
決
定
し
ま
す

　

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

　

災
害
に
よ
る
国
内
・
国
外
の
被
災
者

へ
の
直
接
的
な
医
療
救
援
活
動
や
、
物

資
の
提
供
な
ど
を
行
う
た
め
の
資
金
と

し
て
、
募
金
や
義
援
金
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員

名
簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・

活
動
予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ウ
ォ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

●
縦
覧
期
間　

５
月
23
日
㈮
ま
で
の

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　

☎
23

－

２
４
３
１

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

提
出
書
類
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

５
月
23
日
㈮
、８
月
18
日
㈪
、

11
月
28
日
㈮
、
平
成
27
年
２
月
13
日
㈮

●
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

宮
崎
県
庁
７
号
館

　

県
教
育
庁
文
化
財
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
２
５
０

子
ど
も
を
育
て
る
体
験
活
動
支
援
事
業

　

子
ど
も
の
自
然
体
験
活
動
な
ど
を
行

う
団
体
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●
対
象　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
対

し
、
自
然
体
験
や
宿
泊
体
験
、
職
業
体

験
な
ど
の
活
動
事
業
を
実
施
す
る
団
体

●
補
助
額　

対
象
経
費
の
３
分
の
１
以

内
で
、
上
限
20
万
円
（
食
糧
費
は
対
象

外
）

※
予
算
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
終
了

　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

５
月
は
消
費
者
月
間

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
つ
な
が
ろ
う

消
費
者
〜
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
た

め
に
〜
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
悪
質
商
法
や
多
重
債
務
、

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
、
食
の
安

全
、
生
活
設
計
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
に
関
わ
る
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
目

を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
よ
う
な
消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

７
１
５
４

宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

　

県
で
は
、
人
材
を
求
め
る
県
内
企
業

と
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、
新

卒
予
定
者
を
応
援
す
る
た
め
に
、
県
外

会
場
で
宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
程
・
場
所

【
福
岡
会
場
】　

５
月
18
日
㈰

天
神
ビ
ル
（
福
岡
市
中
央
区
）

【
東
京
会
場
】　

５
月
25
日
㈰

都
道
府
県
会
館
（
千
代
田
区
平
河
町
）

●
時
間　

13
時
〜
16
時（
受
付
12
時
〜
）

●
内
容　

企
業
の
担
当
者
と
の
個
別
面

談
会
、
人
材
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

●
参
加
料　

無
料

※
事
前
手
続
き
は
不
要

●
参
加
企
業　

県
内
で
就
業
す
る
人
材

を
募
集
す
る
企
業

※ 

参
加
企
業
は
、
宮
崎
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

県
地
域
雇
用
対
策
室

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
０
５

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を

赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

赤
十
字
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
赤

十
字
活
動
へ
の
協
力
と
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
赤
十
字
の
活
動

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
際
活
動
や

災
害
救
護
活
動
、
救
急
法
の
普
及
活

動
、
血
液
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
支
部
都
城

市
地
区
で
は
、
福
祉
課
と
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
に
事
務
局
を
置
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動

　

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資

の
配
布
や
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、
心

身
の
ケ
ア
や
避
難
所
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
の
被
災

者
に
、
毛
布
な
ど
の
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。

②
献
血
（
血
液
事
業
）

　

輸
血
の
必
要
な
人
へ
、
新
鮮
で
安
全

な
血
液
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
各
地

で
献
血
車
に
よ
る
献
血
の
お
願
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

③
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

　

福
祉
施
設
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

と
の
交
流
、
救
急
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含

む
）
普
及
の
講
習
会
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
を
利
用
し
た
被
災
状
況
確
認
や
救
援

活
動
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
な
ど
を
行

う
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
都
城
市
地
区
で
は
４
つ

の
赤
十
字
奉
仕
団
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
募
金
や
義
援
金
の
受
け
付
け

お
知
ら
せ
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

●
利
率　

年
２
・
２
㌫
↓
年
２
・
０
㌫

【
中
小
企
業
組
合
事
業
育
成
資
金

融
資
制
度
】

●
利
率

年
２
・
３
㌫
↓
年
２
・
１
㌫
以
内

●
保
証
料
補
助　

宮
崎
県
信
用
保
証
協

会
の
信
用
保
証
付
と
し
て
、
融
資
を
受

け
る
時
の
信
用
保
証
料
に
つ
い
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

●
融
資
条
件　

保
証
人
に
つ
い
て
、
法

人
は
原
則
代
表
者
の
み
で
、
個
人
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

　

商
工
政
策
課

　
　

☎
23

－

２
９
８
３

み
や
ざ
き
県
南

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

就
労
や
就
学
な
ど
の
自
立
を
目
指
す

15
歳
か
ら
39
歳
の
人
と
、
そ
の
家
族
を

対
象
に
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
ジ
ョ
ブ
ト
レ

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の

目
的
や
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

や
、
街
角
で
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
、
法
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
23
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】

●
日
時　

６
月
２
日
㈪　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

山
之
口
総
合
支
所
、
山
田
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
日
時　

６
月
６
日
㈮　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

高
城
総
合
支
所
、
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー

●
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
域
】

今
村
功
さ
ん　
　
　

☎
37

－
０
７
６
７

竹
之
下
英ひ
で
ひ
ろ浩
さ
ん　

☎
25

－

８
４
７
５

塩
月
靖
子
さ
ん　
　

☎
24

－

１
３
４
４

臼う
す

杵き

ひ
と
み
さ
ん　

☎
37

－

２
４
０
１

立
野
勝か
つ

己み

さ
ん　
　

☎
46

－

９
８
７
０

永
田
光て
る
み
つ充
さ
ん　
　

☎
24

－

０
８
４
８

岩
佐
禮れ
い

子こ

さ
ん　
　

☎
25

－

９
５
８
９

上
原
え
り
子
さ
ん　

☎
39

－

３
２
３
４

江
田
茂
典
さ
ん　
　

☎
25

－

３
０
２
８

【
山
之
口
地
区
】

向
原
幸
一
さ
ん　
　

☎
57

－

３
０
８
４

中
村
義
博
さ
ん　
　

☎
57

－

３
９
４
１

永
吉
愛
一
郎
さ
ん　

☎
57

－

４
１
５
７

【
高
城
地
区
】

中
山
あ
つ
子
さ
ん　

☎
58

－

３
０
３
０

田
ノ
上
哲さ
と
し

さ
ん　
　

☎
59

－

９
８
５
８

松
田
俊
夫
さ
ん　
　

☎
53

－

１
７
０
８

新に
い

穗ぼ

む
つ
子
さ
ん　

☎
58

－

６
０
２
５

【
山
田
地
区
】

森
島
寛
さ
ん　
　
　

☎
64

－
３
１
１
９

野
口
み
つ
子
さ
ん　

☎
64

－
２
５
３
０

福
森
利
明
さ
ん　
　

☎
64

－

２
７
５
２

【
高
崎
地
区
】

假か
り

屋や

由
紀
子
さ
ん　

☎
62

－

４
８
５
８

坂
元
義
文
さ
ん　
　

☎
62

－

１
６
１
３

萬
德
雄
一
郎
さ
ん　

☎
62

－

２
０
１
５

鈴
木
い
づ
み
さ
ん　

☎
62

－

４
２
１
４

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

貸
付
利
率
改
正
（
４
月
１
日
改
正
）

中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
ほ
か

　

市
の
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
や
小

口
零
細
企
業
融
資
制
度
、
中
小
企
業
組

合
事
業
育
成
資
金
融
資
制
度
の
利
率
が

改
正
に
な
り
ま
し
た
。

【
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
】

●
利
率　

年
２
・
４
㌫
↓
年
２
・
２
㌫

※
責
任
共
有
制
度
対
象
外
保
険
あ
り

　

利
率　

年
２
・
２
㌫
↓
年
２
・
０
㌫

【
小
口
零
細
企
業
融
資
制
度
】

ー
ニ
ン
グ
な
ど
一
人
一
人
に
あ
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

●
日
時　

月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
17
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く　

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４

－

30
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度（
建
退
共
）

は
、
建
設
現
場
で
働
く
人
の
退
職
金
制

度
で
す
。
建
設
労
働
者
を
雇
用
す
る
建

設
業
事
業
主
が
加
入
し
、
現
場
で
働
く

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

建
退
共
宮
崎
県
支
部

　
　

☎
０
９
８
５

－

20

－

８
８
６
７

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
5/18
㈰

畠中小児科医院（小） 52-6000
おおくぼクリニック（内）26-1500
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
川畑医院（外・胃） 46-3225
寺本整形外科医院（整） 22-1171
かみながえクリニック（耳鼻） 25-0224
たぐち歯科医院 38-3330

5/25
㈰

城南病院（小・内） 26-3662
藤元総合病院（内） 25-1313
いづみ内科医院（内） 22-7111
三州病院（外・胃・内） 22-0230
いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮） 45-0020
中山産婦人科医院（産・婦） 23-8815
竹之下歯科医院 25-8833

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認
してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
5/18 ㈰ ひばり、ふれあい庄内
5/25 ㈰ さくら調剤都城、ひゅうが、トロン年見

みやざき医療ナビ
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都
城
市
立
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
５
月
22
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
６
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

へ
っ
こ
き
よ
め
さ
ま

高
城
図
書
館

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

●
５
月
31
日
㈯　

11
時
〜

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日
曜
日

に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

※
６
月
に
開
催
さ
れ
る
、
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
ち
な
ん

だ
本
を
集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す

【
蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
に
つ
い
て
】

●
都
城
市
立
図
書
館

６
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
高
城
図
書
館

６
月
15
日
㈰
〜
21
日
㈯

「驚きの江戸時代」
高尾善希（著）　柏書房（出版）

「殿様の日常は家臣に監視されて
いた」など、奇妙奇天烈な幕末
の江戸。当時の人が表現した江戸
時代の姿を、回顧録から読み解い
ていく。

「『当たり前』の積み重ねが、本物になる」
荒井直樹（著）　カンゼン（出版）

2013年夏の甲子園決勝戦で、本
県初優勝を目指した延岡学園を破
り日本一に輝いた前橋育英高校。
その優勝監督が明かす、勝てる
チーム作りに必要な極意とは。

「ねことさかなでねこざかな」
わたなべゆういち（著）　フレーベル館（出版）

ねこはさかなが好きでした。さか
なもねこが好きでした。ねこはと
きどきさかなの中に入って、ねこ
ざかなになります。しかけいっぱ
いの楽しい絵本。

「ハヤト、ずっといっしょだよ」
井上こみち（文）　アリス館（出版）

マキはふと、自分がハヤトだった
らと考えてみた。ハヤトの目が何
かいっているような気がしたのだ
…。人と動物のつながりを取材し
た、感動の物語。

都
城
島
津

都城市立図書館 ●休館日／5月19日・26日、6月2日～13日・16日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／5月18日・20日、6月3日・10日・15日～21日 ●開館時間／９：30～18：00

都城市立図書館
☎22‒0239
高 城 図 書 館
☎58‒4224

◎問い合わせ
５月16日↑

６月15日

一般一般

幼児児童

河か
っ
ぱ童
の
手
足

全
国
各
地
で
言
い
伝
え
が
残
る
河
童
。
子

ど
も
ほ
ど
の
大
き
さ
で
手
足
に
水
か
き
が
あ

り
、
頭
に
は
皿
を
持
ち
、
相
撲
と
キ
ュ
ウ
リ
が

大
好
き
。
畑
を
荒
ら
し
回
っ
た
り
、
人
間
や

馬
を
水
中
に
引
き
込
ん
だ
り
し
た
悪
行
も
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
河
童
の
手
足
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る

も
の
が
、
都
城
島
津
家
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

文ぶ
ん
せ
い政
年
間
（
１
８
１
８
〜
３
０
）、
上
村

休き
ゅ
う
す
け助

と
い
う
侍
が
、
現
在
の
三
股
町
梶
山
周

辺
で
悪
行
を
働
い
た
河
童
を
殺
し
た
と
こ
ろ
、

病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
休

助
の
友
人
で
あ
っ
た
大
河
原
世せ

則そ
く

が
、
修
験
者

ま
じ
な
い
を
行
って
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
病
は
完

治
。休

助
は
、
そ
の
礼
と
し

て
河
童
の
手
足
を
切
り
落

と
し
世
則
に
差
し
出
し
ま

し
た
。
世
則
は
そ
の
う
ち
一

組
を
大
河
原
家
に
、
残
り

を
都
城
島
津
家
に
献
上
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
２
０
０
年
近

く
も
の
間
島
津
家
に
保
存

さ
れ
て
い
た
「
河
童
の
手

足
」
で
す
。

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

今
月
の
お
す
す
め
の
本

図書館だより

282014.5



QUIZ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.101

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

■３月号クイズの結果【応募総数48通】
◎正解／①食  ②予防  ③カード

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

●「
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
る
か
」
よ
り
も
、「
い
つ
、ど
こ

で
、
誰
と
、
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
か
」
が
重
要
。
確

か
に
「
そ
う
だ
な
」
と
納
得
し
ま
し
た
。
家
族
そ
ろ

っ
て
の
楽
し
い
食
事
は
健
康
の
基
本
で
す
ね
。

（
八
幡
町　

Ｙ
・
Ａ
さ
ん
）

 

●
表
紙
の
キ
ン
カ
ン
を
取
る
女
の
子
が
か
わ
い
い
で
す

ね
。
私
に
も
二
人
の
孫
娘
が
い
ま
す
が
、
遊
び
に
来

る
た
び
、
笑
顔
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

の
子
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
ま
す
。

（
山
之
口
町
花
木　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
）

 

●
新
し
い
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
ね
。
洋
々
た

る
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
引
き
締
め
て
、
今
後
の
市

政
運
営
に
携
わ
り
、
住
み
よ
い
都
城
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
高
崎
町
大
牟
田　

Ｔ
・
Ｉ
さ
ん
）

 

●
「
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
を
読
ん
で
、
悩
ん

で
い
る
人
が
発
す
る
サ
イ
ン
に
気
付
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
良

く
理
解
し
、大
切
な
人
の
命
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

（
高
城
町
大
井
手　

ゾ
ウ
さ
ん
）

 

●
神
戸
に
来
て
50
年
。
広
報
都
城
を
毎
号
楽
し
み
に
し

て
ま
す
。「
ぐ
る
っ
と
霧
島
」
は
今
回
、小
林
駅
で
し

た
が
、
高
崎
新
田
駅
か
ら
小
林
駅
ま
で
の
行
程
が
大

変
懐
か
し
く
、
桜
の
花
見
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
神
戸
市　

神
戸
六
甲
さ
ん
）

問　①都城市の○○の歌詞が選定されました

答  
問　②災害に備えて登録しましょう。宮崎県防災・

防犯○○○サービス
 

答  
問　③困ったときの身近な相談役。○○委員・児童

委員

答  

バヤンバト ムンフバヤルさん
（モンゴル）Vol.18

最近、図書館へ行くたびに、モンゴルの絵本が
出版されているのを見つけるとうれしくなりま
す。挿し絵もモンゴル人が手掛けていることが多
く、モンゴルの雰囲気がよく表現されています。
さて、今回、私が紹介したい絵本は「バータル
のこころのはな」です。幼い子がお母さんへ恩返
しをしようと、野花の朝露を集めた水でお茶を入
れるという話です。
モンゴルでは古くから、朝露でお茶を一杯入れ
ることは、夜一回の授乳に値すると言われてい
て、子どものころに、誰もがよく耳にする話です。
子どもは、朝露でお茶を入れることがどれだけ大
変なことか実感がありません。ただ、年齢を重ね
るにつれて、育ててもらったことへの感謝が湧い
てくるのだと思います。
そして、大人たちは、入学祝いや誕生祝いのと
きに「立派に育って、親に恩返ししてね」と子ど
もたちへお祝いの言葉をかけます。だから、モン
ゴルではいつも親への恩返しを意識している人が
多いのではないかと感じます。

絵本の話



商品提供事業者

POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.101  2014年5月号）

8 8 5 8 5 5 552 円切手を
お貼りください

PRESENT読者プレゼント今月の

※5月16日～ 6月15日の日程

施設案内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や５月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　５月31日㈯　当日消印有効
◎発表　本紙７月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎３月号当選者　山﨑正文さん（都北町）

青井岳荘（山之口町）　☎57-2177

【青井岳荘お食事券 1 人】

全国有数のとろみのあ
る良質な泉質で人気の
青井岳荘。自然豊かな
景観も利用者の皆さん
に好評です。入浴後は
自慢の料理で愛情込め
ておもてなし。ぜひ、来
館ください。

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　　　　5月12日㈪～26日㈪までは展示替え作業のため休館
◎収蔵作品展「イメージ－心から形へ－」
　5月27日㈫～ 7月6日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎特別展「東京から土偶がやってきた！」
　9月15日㈪まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵史料展「都城と都城島津家」6月22日㈰まで
　収蔵史料展期間中の都城島津伝承館の観覧料は
　一般210円　高校・大学生160円　小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上310円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎火星と土星を楽しむ会
　金・土曜日　19：00 ～ 22：00



ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内

全国屈指の強豪校「熊本県玉名女子高校吹奏楽部」を迎
えての演奏会。都城商業高校と五十市中学校の吹奏楽部
も出演します。
●日　時　5月31日㈯　開演15時（開場14：30）
●料　金　全席自由　800円（当日1,000円）
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成26年4月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,661世帯（－129） （11）
人口総数 166,152人（－931）（－640）
男　　性 77,696人（－543）（－329）
女　　性 88,456人（－388）（－311）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

みやこんじょ大使「ぼんちくん」の作者（今村幸一

さん）と話す機会がありました。そのときの印象

は、大変謙虚で笑顔がすてきな優しい人。私自身、そ

の笑顔に心が洗われた感じになりました。また、「ぼん

ちくんが活用されて幸せです。ありがとうございます。」

という言葉に、感銘を受けました。いつも「ありがとう」

の感謝の気持ちを忘れず、広報業務に取り組もうと前

向きな気持ちになりました。（道）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

これからぼくが都城の魅力を
PRしていきます
　今月号の表紙を飾ったみや
こんじょ大使「ぼんちくん」。
作者のみやこのジョーこと今
村幸一さんの子どもとも言え
るこのキャラクターは、生まれてから約15年が経ち
ます。この間、今村さんに大切に温められてきたぼ
んちくん。これからぼんちくんが、市民のみなさん
や市外の人たちに都城の魅力をPRしていきます。

●日　時　6月20日㈮　14時～
●料　金　800円（コーヒー・お菓子付き）
　※事前にチケットを購入ください
●出　演　ソプラノ歌手　永野朱美
　　　　　ピアノ　　　　梨本昭子
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

音楽とおいしいお菓子で過ごす楽しい午後のひととき。

イベントカレンダー （5月16日～6月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

都城市エリア

５
月

31日㈯まで　
都城島津邸　五月人形展【都城島津邸】
都城島津邸　☎23-2116

6
月

７日㈯　13：30 ～
お田植え祭【東霧島神社】
東
つま

霧島神社　☎62-1713

８日㈰　8：00 ～ 11：00
都城ぼんち市【東中町通り】
都城商工会議所　☎23-0001

８日㈰　10：00 ～ 15：00
くまその里よろず市【滝の駅せきのお】
 くまその里よろず市実行委員会　☎37-3405

環霧島エリア

５
月

18日㈰　9：00 ～　※要予約
龍馬の散歩道周遊ウォーク【塩浸温泉龍馬公園】
 塩
しおひたし

浸温泉龍馬公園　☎0995-76-0007

5月下旬～6月上旬
出の山　ほたる恋まつり【出の山公園】
 小林市観光協会　☎0984-22-8684

今月の表紙

霧島市

小林市

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

第 4回アフタヌーンティコンサート

永野朱美
ソプラノコンサート

めざせ!吹奏楽甲子園シリーズ
~玉名女子高校吹奏楽部を迎えて~
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